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（所属なし）

あらまし 和田らは Codon Code の理論を導いた。その考え方を用いるとイマージュ・メモ

リーの概念が出来、その時の回路構成を行ったので報告する。 

 

キーワード Codon Code Image Memory Code theory 

 

1.はじめに 

 我々は、イマージュ・メモリーの概念を次

の様に定義した。 

ある概念、イマージュを入力すると出力

にそのイマージュした解が、一意に定まる。

また、一つのイマージュから類推される解

は沢山あって当然である。 

そこで、ある概念を多く符号化し、イマ

ージュの解を見出し、ある概念群の中から、

類推された解の中で、プライオリティー順

に解を求めて、正しい解を導出する為のメ

モリーの概念を提案し、回路を構成したの

で報告する。 

 

２．本論 

２-１)Codon Code の理論について 

Codon Codeの符号長 nは 

ｎ＝i・k=i・m 

又は、ｎ≦（2ｊ―1）×2 

により、iは階数である。 

この時の復号行列がある符号長ｎに対して

一意に定まる。 

ｊは message を表す最小の bit数 

 

2-2）イマージュ・メモリ－の概念 

 

 

 

   ： 

 

 

 

図１ イマージュ・メモリーの概念 

あるイマージュの解を求める為に、そのイ

マージュを列記することにより、それを概

念１、概念２…概念ｍを符号化し、それを復

号化することにより、各概念のシンドロー

ムをポインターとして解の入っている

ROM より、概念１から概念ｍまでの解の類

推を行う。 

： 

 

： 
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Sa 

∑ 
復号行列群 
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その時の類推解をプライオリティー順に並

べることにより、目的の解を一意に導出す

る。 

 2-3）イマージュ・メモリーのソフト 

概念１～概念ｍまでの符号化のフォーマ

ットは以下の通りである。 

 

F    C B           O 

 

 

 

符号化のフォーマット図 

ここで、概念№は概念の１～ｍ個までの№

である。 

 また、Lavel 化した値である。 

 

2-4）イマージュ・メモリーのブロック 

ダイアグラムの説明 

Fig１に Image Memory Block Diagramを示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig１Image Memory Block Diagram 

ある解を求める為のイマージュを符号化の

フォーマットに則って符号化を行う。 

 それを概念の数だけ符号化する。但し

MAX の概念の数は 15 であるとする。それ

を各々Decode Matrix Groupにて復号化し、

シンドローム Sa～Sg を求め（∴Sa＝（0.0

…0）、シンドローム Sa～Sgを求め、シンド

ロームが“０”の解を pointer として Image 

Answerd Memoryの内容を読み出す。 

 すると、それぞれの概念№に対して解が

類推される。 

 それをプライオリティーの高い物(数の

多い順に並べる) 

 すると、その中から、一意の解を導出する

ことができる。 

 

3.考察 

（3-1）概念の符号化について 

 概念を文章化して、入力した情報をアス

キーCodeに変換し、それを符号化する。文

章の長さを適当な文字とする。 

 アスキーCodeは一対に 12bit必要になる

が、例えば、概念の文章を次の文字列とす

る。 

 概念№１は飲むときに使うと云う概念と

する。 

符号化のフォーマットは  

此の場合ｊ＝3としｎ≦（2ｊ―1）×2より

求まる。 

文章の符号化をする時、文章の長さを 6

文字とすると符号の長さは 64bit 必要にな

る。（単純な計算ではあるが） 

概念№を１、文章の Lavelを 12bitとする

と、上記の bit列が与えられる。此れを符号

長ｎ＝16bit であるが、先頭は概念№であり、

先頭の文章の bitに含まれる。 

 よって此の 12bit を復号化する。すると

Label 概念１ 

 

概念№ 

 

Image Registorl 

Image Registorn Decode 

Matrix 

Group 

Date Registor 

C.K 

 

C.K 

 

Control Signal 

（C.K は基本 OnePulse）  

 

C.K 
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ある復号行列のシンドローム S が０になる。

復号行列より S が 0 で解の入っているメモ

リーを示すポインターとなる。 

 よって、その Data を取り込み、解の(プ

ラオリティー順に)類推を行う。 

 

 解がプライオリティー順に 

 グラス 

 コップ 

 湯呑 

 カップ 

 ： 

 ： 

と列記されたとすると、 

概念１ではグラスの数が高いが、概念２で

はコップとなり、概念ｍまで類推を行い、解

のコップが求まる。 

 

（3-2）シンドロームがポインターの働きを

する。 

 Codon Code と同じ様に同じグループの

場合は一つの復号行列で同じグループの場

合はシンドロームは０になる。 

 同じグループと云う事は、概念１と概念

２が異なる概念の場合、例えば概念１が飲

む時に使う概念２が液体をためることがで

きる。概念３が歯を磨く時に使うとした場

合、あきらかに３つの概念は似ている。だ

が、概念４で氷を入れもするとした場合、概

念１～３は類似だが、概念４は少し違う

Distance がある。 

 この様に、シンドロームはコドンコード

と同じ様に、類似の概念に対しては同じ復

号行列によるシンドローム S＝０を示す場

合もある。 

 が、だいたいに於いて、概念に対して、一

つの復号行列が対応すると考えられもする。 

 よって、復号行列のシンドロームはポイ

ンターの役割もする解を示す。 

 

4.結論 

 我々は、Codon Codeの理論により、ある

概念を Label 化し符号化することにより、

一意に復号行列を与えることができる。よ

って、その概念に対して復号化し、シンドロ

ームを求めると、シンドロームの指す場所

に解を与えることができる。 

 よって、我々が頭の中で概念から物や事

を求める場合の思考と同じ事を行うイマー

ジュ・メモリーを考えることができた。 

 しかも復号化に際しては One pulse で一

意に概念を与えることにより解を導く事が

できる。 

 残された課題として、データ構造の検討

や実際にイマージュコンピュータの設計を

行うことである。 
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